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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第７期
第１四半期
連結累計期間

第８期
第１四半期
連結累計期間

第７期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成30年４月１日
至平成30年６月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （百万円） 68,532 61,748 280,092

経常利益 （百万円） 8,796 12,205 42,140

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 5,534 13,689 31,679

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 10,303 12,587 36,627

純資産額 （百万円） 669,809 694,483 691,318

総資産額 （百万円） 778,999 795,842 799,616

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 69.27 171.50 396.54

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 69.21 171.35 396.20

自己資本比率 （％） 84.0 85.7 84.4

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営

指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）財政状態及び経営成績の状況

　当第１四半期のＯＴＣ医薬品市場は、ドリンク剤や毛髪用剤・育毛剤などのカテゴリーが低調に推移した一方

で、鼻炎治療剤や整腸剤などのカテゴリーが好調に推移したため、総体的には前年をやや上回る規模で推移しまし

た。

　医薬事業につきましては、新薬の創出が困難になりつつあるなかで、医療費適正化諸施策の浸透により、依然と

して厳しい事業環境が続いております。

　こうした事業環境の中で、当社グループのセルフメディケーション事業部門は、「健康で美しく老いたい」とい

う生活者のニーズに対応すべく、製品開発面では生活者の健康意識の高まりに対応した新しい領域を開拓し、また

生活者のニーズを満たす製品開発をより一層進め、新たな需要の創造に努めております。また、販売面では生活者

から支持される強いブランドを作るために、生活者との接点の拡大と共感の獲得を目指した活動を実践するととも

に、通信販売等の新しいチャネルの拡充による生活者との直接のコミュニケーションにも注力しています。海外市

場におきましては、アジアを中心にＯＴＣ医薬品の事業開発を積極的に行っております。

　医薬事業部門でも、きめ細かい情報提供活動による新薬の売上最大化を図っております。また、開発化合物の早

期承認取得を目指すとともに、導入によるパイプラインの強化を進めています。さらに、外部研究機関との連携を

強化し、継続的なオリジナル開発化合物の創出に努めております。

 

　当第１四半期連結累計期間のグループ全体売上高は、617億４千８百万円（前年同四半期比△67億８千３百万

円、9.9％減－以下括弧内文言「前年同四半期比」省略）となりました。

 

　セグメント別の売上高は次のとおりであります。

 

セルフメディケーション事業 425億円（△ 23億円　 5.2％減）

内訳   

国内 340億円（△ 19億円　 5.4％減）

海外 77 〃 （△ 5 〃 　 6.4％減）

その他 7 〃 （＋ 1 〃 　22.7％増）

 

医薬事業 193億円（△ 45億円　18.8％減）

内訳   

医療用医薬品 183億円（△ 45億円　19.7％減）

その他 10 〃 （＋ 0 〃   2.8％増）
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　主要製品の売り上げ状況は次のとおりであります。

 

＜セルフメディケーション事業＞

　当第１四半期連結累計期間売上高は、425億円（△23億円、5.2％減）となりました。

　主力ブランドでは、ドリンク剤の「リポビタンシリーズ」は、主力の「リポビタンＤ」が前年を下回り（9.7％

減）、シリーズ全体では133億円（9.2％減）となりました。「パブロンシリーズ」は、新製品の発売が売上に寄与

し前年比プラスとなり、シリーズ全体では51億円（10.8％増）となりました。毛髪用剤「リアップシリーズ」は、

シリーズ全体で34億円（8.3％減）となりました。

　一方、アジアを中心に展開中の海外ＯＴＣ医薬品事業は、42億円と前年同期比減となりましたが、昨年度は上期

の売上構成比が高かったことによるもので、通期では期初計画通りの成長を見込んでおります。

 

＜医薬事業＞

　当第１四半期連結累計期間売上高は、193億円（△45億円、18.8％減）となりました。

　主な品目の売上高は、骨粗鬆症治療剤「エディロール」は59億円（4.6％減）、β－ラクタマーゼ阻害剤配合抗

生物質製剤「ゾシン」は15億円（46.8％減）、骨粗鬆症治療剤「ボンビバ」は14億円（8.7％減）、２型糖尿病治

療剤「ルセフィ」は11億円（7.7％減）、マクロライド系抗生物質製剤「クラリス」は12億円（37.2％減）、末梢

循環改善剤「パルクス」は９億円（31.6％減）、経皮吸収型鎮痛消炎剤「ロコア」は８億円（2.6％増）となりま

した。なかでも長期収載品であります「ゾシン」「クラリス」「パルクス」は薬価改定及び後発医薬品の影響等を

受け、前年比で大幅な減少となりました。

 

　利益面につきましては、売上高の減少に伴って売上総利益は減少しましたが、広告宣伝費等の減少で販売費及び

一般管理費が減少したことなどにより、営業利益は81億５千７百万円（17.5％増）、経常利益は122億５百万円

（38.8％増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、当社が保有する富山化学工業株式会社の株式

売却決議に伴う法人税等調整額の減少により、136億８千９百万円（147.3％増）となりました。

 

（２）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、43億７千６百万円（セルフメディケーション事業12億

６千３百万円、医薬事業31億１千３百万円）、対売上高比率は7.1％であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間における、当社グループの研究開発活動の状況の変更内容は、次のとおりであ

ります。

 

＜医薬事業＞

　タウリン酸98％「大正」について「MELAS１）における脳卒中様発作の再発抑制」の効能・効果及び用法・用量

追加に係る一部変更承認申請を行いました。

　関節リウマチを予定適応症とする「TS-152」が臨床試験第３相に移行しました。

 

１）
MELAS：Mitochondrial myopathy, Encephalopathy, Lactic Acidosis and Stroke-like episodes

  （ミトコンドリア脳筋症・乳酸アシドーシス・脳卒中様発作症候群）
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３【経営上の重要な契約等】

　当社は、平成30年５月14日に開催された取締役会において、平成30年７月31日の株式譲渡をもって、当社・富士フ

イルムホールディングス株式会社・富山化学工業株式会社の三社間で行ってまいりました戦略的資本・業務提携のう

ち、大正富山医薬品株式会社及び富山化学工業株式会社に関する資本提携関係を発展的に解消することを決議いたし

ました。

　詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりでありま

す。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 360,000,000

計 360,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成30年６月30日）

提出日現在
 発行数（株）

（平成30年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 90,139,653 90,139,653
東京証券取引所

（市場第一部）

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

単元株式数は100株であ

ります。

計 90,139,653 90,139,653 ― ―

 （注）「提出日現在発行数」欄には、平成30年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

　　　　発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

　平成30年４月１日～

　平成30年６月30日
－ 90,139,653 － 30,000 － 15,000

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数 (株) 議決権の数 (個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  10,248,500

 

－

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式  79,392,100 793,921 同上

単元未満株式 普通株式     499,053 －
１単元（100株）未満の

株式であります。

発行済株式総数 90,139,653 － －

総株主の議決権 － 793,921 －

（注）１　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式78株が含まれております。

２　証券保管振替機構名義の株式は、「完全議決権株式（その他）」欄に500株（議決権５個）及び「単元未満

株式」欄に40株含まれております。

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）      

大正製薬ホール

ディングス株式会

社

東京都豊島区高田

３－24－１
10,248,500 － 10,248,500 11.37

計 － 10,248,500 － 10,248,500 11.37

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

大正製薬ホールディングス株式会社(E25678)

四半期報告書

 8/20



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 219,973 217,712

受取手形及び売掛金 75,268 69,262

有価証券 29,739 29,570

商品及び製品 15,596 17,416

仕掛品 2,159 1,891

原材料及び貯蔵品 9,088 9,385

その他 4,441 11,427

貸倒引当金 △105 △110

流動資産合計 356,161 356,556

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 47,536 46,908

機械装置及び運搬具（純額） 5,449 5,378

土地 37,021 37,022

建設仮勘定 468 375

その他（純額） 3,239 3,057

有形固定資産合計 93,716 92,742

無形固定資産   

のれん 15,347 15,022

販売権 2,740 2,410

商標権 8,750 8,392

ソフトウエア 3,627 3,596

その他 650 639

無形固定資産合計 31,116 30,060

投資その他の資産   

投資有価証券 236,797 237,681

関係会社株式 65,294 62,119

長期前払費用 769 697

退職給付に係る資産 3,230 3,300

繰延税金資産 11,806 11,971

その他 966 957

貸倒引当金 △243 △244

投資その他の資産合計 318,622 316,483

固定資産合計 443,455 439,286

資産合計 799,616 795,842
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 19,939 18,616

未払金 14,275 17,060

未払法人税等 8,614 3,511

未払費用 10,688 14,520

返品調整引当金 775 683

賞与引当金 3,874 1,963

その他 2,131 2,125

流動負債合計 60,299 58,480

固定負債   

役員退職慰労引当金 1,001 1,004

退職給付に係る負債 23,391 23,486

繰延税金負債 16,970 11,924

その他 6,635 6,464

固定負債合計 47,998 42,878

負債合計 108,298 101,359

純資産の部   

株主資本   

資本金 30,000 30,000

資本剰余金 15,271 15,081

利益剰余金 666,920 675,816

自己株式 △68,536 △68,563

株主資本合計 643,655 652,334

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 37,970 38,640

繰延ヘッジ損益 △0 -

為替換算調整勘定 △1,704 △3,909

退職給付に係る調整累計額 △5,256 △5,185

その他の包括利益累計額合計 31,009 29,545

新株予約権 565 565

非支配株主持分 16,087 12,037

純資産合計 691,318 694,483

負債純資産合計 799,616 795,842
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 68,532 61,748

売上原価 24,232 21,295

売上総利益 44,299 40,453

返品調整引当金戻入額 714 665

返品調整引当金繰入額 713 571

差引売上総利益 44,300 40,547

販売費及び一般管理費 37,358 32,389

営業利益 6,941 8,157

営業外収益   

受取利息 1,209 1,269

受取配当金 840 921

持分法による投資利益 - 1,361

その他 191 519

営業外収益合計 2,241 4,072

営業外費用   

支払利息 0 1

持分法による投資損失 361 -

支払手数料 17 17

その他 6 5

営業外費用合計 386 24

経常利益 8,796 12,205

特別利益   

固定資産売却益 742 0

特別利益合計 742 0

特別損失   

固定資産処分損 9 1

特別損失合計 9 1

税金等調整前四半期純利益 9,529 12,203

法人税等 3,478 △1,889

四半期純利益 6,050 14,093

非支配株主に帰属する四半期純利益 515 403

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,534 13,689
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 6,050 14,093

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 5,237 764

為替換算調整勘定 △729 △1,452

退職給付に係る調整額 134 71

持分法適用会社に対する持分相当額 △389 △889

その他の包括利益合計 4,252 △1,505

四半期包括利益 10,303 12,587

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 9,725 12,225

非支配株主に係る四半期包括利益 578 361
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【注記事項】

（追加情報）

１．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は

固定負債の区分に表示しております。

 

２．早期退職優遇制度の実施

当社は、平成30年５月14日に開催された取締役会において、当社並びに当社国内グループ会社従業員を対象

とした早期退職優遇制度の実施を決議いたしました。

 

（早期退職優遇制度実施の理由）

当社グループは、今後の持続的な成長に向けて生産性の高い組織構築を進めて行くための施策の一環とし

て、また、これを機に自らの生涯設計に基づき転進を図ろうとする従業員に対する支援をするために、早期退

職優遇制度を実施することとしました。

 

（早期退職優遇制度の概要）

（１）対象者　　勤続10年以上かつ40歳以上の従業員（一部グループ会社を除く）

（２）募集人数　特に定めず

（３）募集期間　平成30年７月１日～平成30年８月10日

（４）退職日　　平成30年９月末日～平成30年12月末日にかけて順次退職

（５）支援内容　通常の退職金に割増退職金を上乗せすることに加え、本制度適用者に対して再就職支援を

　　　　　　　　実施

 

（業績への影響）

当該早期退職優遇制度について、現時点では募集期間中であり、適用対象者数及び割増退職金等が未確定で

あるため、損失の見込額は未定です。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

 半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産及び長期前払費用に係る償却費を含む。）及び

 のれんの償却額は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

減価償却費 2,474百万円 2,438百万円

のれんの償却額 316 304

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

 配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金
の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 4,798 60 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

 配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金
の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日

定時株主総会
普通株式 4,793 60 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
 

セルフメディケ
ーション事業

医薬事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 44,823 23,709 68,532 － 68,532

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 44,823 23,709 68,532 － 68,532

セグメント利益（注２） 5,843 1,414 7,258 △316 6,941

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに帰属しない当社（純粋持株会社）であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　当第１四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失、のれんの金額の重要な変動及び

重要な負ののれん発生益はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
 

セルフメディケ
ーション事業

医薬事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 42,491 19,257 61,748 － 61,748

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 42,491 19,257 61,748 － 61,748

セグメント利益（注２） 7,574 906 8,481 △323 8,157

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに帰属しない当社（純粋持株会社）であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　当第１四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失、のれんの金額の重要な変動及び

重要な負ののれん発生益はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 69円27銭 171円50銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万円） 5,534 13,689

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（百万円）
5,534 13,689

普通株式の期中平均株式数（千株） 79,905 79,820

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 69円21銭 171円35銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
△0 △0

　（うち連結子会社の潜在株式による調整額

　（百万円））
(△0) (△0)

普通株式増加数（千株） 53 66

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －
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（重要な後発事象）

大正富山医薬品株式会社の株式の取得（完全子会社化）及び富山化学工業株式会社の株式の売却

 当社は、平成30年５月14日の当社取締役会決議に基づき、平成30年７月31日付けで当社が保有する富山化学工業株

式会社（以下、富山化学）の株式の全部を富士フイルムホールディングス株式会社（以下、富士フイルムHD）に対し

て売り渡すとともに、富山化学が保有する大正富山医薬品株式会社（以下、大正富山）の株式の全部を買い取り、大

正富山を完全子会社化（以下、本件取引）しております。

 

（本件取引の理由）

　平成20年より当社・富士フイルムHD・富山化学の三社間で戦略的資本・業務提携を行ってまいりましたが、製薬業

界を取り巻く急激な事業環境の変化の中で、当社・富士フイルムHD・富山化学の三社間で行ってまいりました戦略的

資本・業務提携のうち、大正富山及び富山化学に関する資本提携関係を発展的に解消することを決議いたしました。

　これに伴い、大正富山株式については当社が、富山化学株式については富士フイルムHDが100％を保有することによ

り、両社にとってより機動的な経営がなされると判断しました。

 

（本件取引の対象となる会社の概要）

（1） 名称 　大正富山医薬品株式会社 　富山化学工業株式会社

（2） 所在地 　東京都豊島区高田３－25－１ 　東京都新宿区西新宿３－２－５

（3） 代表者の役職・氏名
　代表取締役会長　岡田淳二

　代表取締役社長　藤田憲一
　代表取締役社長　伴寿一

（4） 事業内容 　医療用医薬品の販売業務 　医薬品等の開発、生産及び販売

（5） 資本金 　2,000百万円 　10,000百万円

 

（業績への影響）

　本件取引に伴い、平成31年３月期第２四半期に富山化学株式の売却による特別利益として424億円を計上する見込み

であります。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月９日

大正製薬ホールディングス株式会社

取　締　役　会　御　中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 大　野　　　功　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 塩　谷　岳　志　　㊞

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大正製薬ホール
ディングス株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年
４月１日から平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係
る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記
について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大正製薬ホールディングス株式会社及び連結子会社の平成30年６月30
日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事
項がすべての重要な点において認められなかった。
 

強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成30年５月14日の会社取締役会決議に基づき、平成30年７月31日
付けで会社が保有する富山化学工業株式会社の株式の全部を富士フイルムホールディングス株式会社に対して売り渡すと
ともに、富山化学工業株式会社が保有する大正富山医薬品株式会社の株式の全部を買い取り、大正富山医薬品株式会社を
完全子会社化している。
　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 
 
 
 
 
 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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